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大 学 の 概 要 
     

     

     

１．埼玉工業大学の概要  
 

１．１ 校章の由来 

１．２ 大学の沿革 

１．３ 大学の構成 

１．４ 事務局の主な取扱事項 

１．５ 学生の書類提出先 

１．６ 証明書類の申込先 

 

２．学 籍  
 

２．１ 学生証 

２．２ 学籍番号 

２．３ 学籍の異動 

 

３．授業料  
 

３．１ 授業料の納入方法 

３．２ 授業料の納入期限 

３．３ 授業料の延納願 

３．４ 授業料未納者の除籍 

 
 
４．学生への連絡及び通知 
 
５．2020年度 学事予定表 
 
６．2020年度 新入生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ日程表  
          在学生履修ガイダンス日程表  
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学内集会届 ３日前までに提出 様式13 

学生団体規約変更届 １週間前までに提出，新旧団体規約を添付 様式14 

学外団体加盟許可願 １週間前までに提出，加盟団体規約を添付 様式15 

掲示許可願 前日までに提出，掲示物を添付 様式16 

出版・印刷物配布許可願 前日までに提出，掲示物を添付 様式17 

車両通学許可願 速やかに，保険契約書(写)を添付 様式18 

学生納付金延納願 学費納入期限前 様式19 

紛失・盗難・捨得物届 速やかに 様式20 

合宿所施設使用許可願 ３日前までに提出 様式21 

事故報告書 １週間以内 様式22 

学外練習届 ３日前までに提出 様式23 

 

② 次の書類は，教務課へ提出して下さい。（ ※ 届出及び願出書類には印鑑が必要です。） 

届出及び願出書類 提出期限及び添付書類等 備考 

履修登録票 履修登録期限内に提出  

欠席届 １週間以上欠席，診断書及び理由書を添付  

休学願 ２か月以上欠席，診断書及び理由書を添付  

復学願   

退学願 学生証の返却  

 

１．６ 証明書類の申込先 

 

学生の各種証明書類は，学生課又は教務課大学院担当へ申込んで下さい。 

証 明 書 類 手数料 申込先 発行日 

学生証（再発行の場合） 2,000円 学生課 翌日発行 

在学証明書 300円 自動発行機 即日発行 

修了見込証明書 300円 自動発行機 翌日発行 

成績証明書（日本語版） 500円 自動発行機 翌日発行 

成績証明書（英語版） 1,000円 学生課 １週間後 

学位取得証明書（日本語版） 300円 学生課 翌日発行 

学位取得証明書（英語版） 500円 学生課 １週間後 

ＪＡＢＥＥ修了証明書 300円 学生課 翌日発行 

在籍証明書 300円 学生課 翌日発行 

健康診断書 300円 自動発行機 即日発行 

保険加入証明書 300円 学生課 翌日発行 

研究生在学証明書 300円 教務課 翌日発行 
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２．３ 学籍の異動 

 

入学，修了，休学，復学，退学，除籍など，在学関係に変更が生ずることを学籍の異動といいます。 

これら学籍異動に関することの相談及び手続きは，教務課で受け付けます。 

 休学,復学，退学を願い出る場合は，所定の提出書類及び研究指導教員と面談,学生証の提出（退学を願い出

る者のみ提出）を行います。 

 

【入 学】 

入学の種類には，修士入学及び博士入学の他，再入学などがあります。 

 

【修 了】 

修士課程の学生の修了要件は，原則として，２年以上在学し，３０単位以上を修得し，かつ，修士論文の

審査及び最終試験に合格することです。修士（情報社会）または修士（心理学）の学位が授与されます。 

 

【休 学】 

病気等の理由で，引き続き２ヶ月以上修学することができないことをいいます。 

休学できる期間は，２年以内です。 

休学した期間は，修士課程の修業年限の期間に算入しません。 

休学者の授業料については，休学期間に応じ在籍料を授業料に代えて納入しなければなりません。 

 

【復 学】 

休学期間の満了又は休学の解除・中断によって再び修学することをいいます。 

復学の手続きは，９月上旬，又は３月上旬までに教務課へ申し出て下さい。 

復学する学年は，原則として，休学した時点の学年となります。 

休学期間中に休学を中断して復学した場合は，復学した期における所定の授業料を納入するものとし，そ

の期の既納在籍料は返還します。 
 

【退 学】 

退学には，願い出による退学と命令による退学があります。 

命令による退学について，次のいずれかに該当する者は，退学を命ずることができます。 

１）学生としてふさわしくない行為があったとき 

２）長期にわたり欠席し，又は成績の見込みがないと認められたとき 

３）正当の事由なく履修届を提出しないとき 

４）行方不明の届出があったとき 

 

【除 籍】 

除籍は，一定事由の発生により，自動的に学生の学籍を抹消する処置をいいます。 

次のいずれかに該当する者は，在学契約上の義務不履行者として除籍となります。 

１）正当の事由なく，所定の授業料の納付を怠り，督促してもなお納付しなかったとき 

２）学則第１４条に定める在学年限に達したとき 

３）死亡の届出があったとき 
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３ 授業料 

授業料の費目としては，入学金の他，授業料があります。 

費目やその金額については，学則別表２にて確認して下さい。 

 

３．１ 授業料の納入方法 

 

授業料は，本学指定の授業料振込用紙により郵便局を除く金融機関から振込んでください。 

授業料振込用紙は，毎年４月上旬に会計課から保証人（父母）宛に，①年額記載の振込用紙と，②分納前期

額記載の振込用紙の２枚を郵送します。 

新入生を含め２回払い（分納）の学生については，③分納後期額記載の振込用紙を８月下旬に郵送します。 

保証人の住所・氏名等は，入学手続きの際提出した書類に基づき記載していますので，その後変更があった

場合は，必ず変更届を学生課に提出してください。 

なお，授業料振込用紙が届かないとき，紛失してしまったときは，会計課又は学生課に連絡してください。 

 

３．２ 授業料の納入期限 

 

授業料の納入期限は，次の通りです。 

 

納入方法 使用振込用紙 授 業 料 納 入 期 限 

年額一括納入 ① １ 年 分 ４ 月 末 日 

年２回払い 
② 分納前期分 ４ 月 末 日 

③ 分納後期分 ９ 月 末 日 

 

３．３ 授業料の延納願 

特別な理由により，授業料が期限内に納入できず延納を希望する場合は，その納入期限（４月末日，９月末

日）前に，本学所定の「学生納付金延納願」を学生課に提出してください。 

学生納付金延納願は，その理由を具体的に記載して本人及び保証人（父母）が連署して提出してください。 

延納を許可される期間は，前期・後期とも正規の納入期限から起算して３ヶ月以内です。 

 

３．４ 授業料未納者の除籍 

授業料が所定の手続きを経ないで未納の場合は，学則により，除籍処分となります。 
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月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 8/29～9/16　夏期休業期間  

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

※9月以降の予定については変更の可能性があります。

国民の祝日

大学行事等に伴う休講日

祝日授業日

8/24～28　前期末定期試験期間

5/16・23・30　6/6・13・20・27

7/4・11・18・25　8/1・8　前期補講日

9/16　前期授業終了 ，9/17　後期ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

9/18　後期授業開始 ，9/17～30 履修訂正期間

9/21　祝日授業日　※国民の祝日ですが，月曜日授業を行います。

【在学生】

　令和2年度（2020）　大学院人間社会研究科学事予定表 (４月～８月） 

4/9　各種ガイダンス

4/9　入学手続き・各種ガイダンス【新入生】

４
月

4/6～24　 履修登録期間 ，4/30～5/27　 履修訂正期間

8
月

６
月

５
月

7
月

9/7～9　前期追試期間

【新入生】 5/11～13　新入生オリエンテーション期間

9
月

9/1　入試〔1期〕，9/?　前期末成績発表 ，成績質問受付

9/22　祝日授業日　※国民の祝日ですが，月曜日授業を行います。



月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

1 2 3 4 5 6 7 2/上旬　修士論文発表会

8 9 10 11 12 13 14 2/4・5　学年末成績発表 ，成績質問受付 ，追試・再試手続き

15 16 17 18 19 20 21 2/9・10・15・16　後期追試・再試期間

22 23 24 25 26 27 28

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

国民の祝日

大学行事等に伴う休講日

祝日授業日

11/28・12/5・12・19　後期補講日

11/23　祝日授業日　※国民の祝日ですが，月曜日授業を行います。

1/19～22・25　学年末定期試験期間

3/8　修了判定発表

3/1　各専攻別判定会議

3/4　判定会議 ，3/3　入試〔2期〕

12/25　授業終了，12/26～1/3　冬期休業期間

1/6～8・12～14・18　後期補講期間

1/16・17　大学入学共通テスト

10
月

　令和2年度（2020）　大学院人間社会研究科学事予定表 (９月～３月） 

10/9～12　学園祭期間（授業休講）　【10/12・13 学園祭】

2
月

12
月

3/16　後期授業終了 , 3/17　学位記授与式

3/18～3/31　春期休業期間　

1/4　授業再開 ，1/10　大学創立記念日

3
月

１
月

11
月
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1. 人間社会研究科案内     Graduate School of Human and Social Studies 

  
 

人間社会研究科では，情報技術と，行政・経営，映像・音響など他分野との融合領域を網羅した情報社会専

攻，心理学の高度でより専門的な知識と技能を持った研究技術者や公認心理師（国家資格）、臨床心理士の養

成を目的とした心理学専攻の２専攻を設置しております。また本研究科では，最新の研究設備を備えるとともに，

学内外で幅広く先導的に活躍する優れた教授陣が指導にあたります。社会で即戦力として活躍できるプロフェッ

ショナルを養成すると同時に，地域の研究拠点としても活動しています。 

 

 

 

情 報 社 会 専 攻  心 理 学 専 攻 

 

本専攻には，情報社会学科における教育内容と連

動して，情報社会システム教育研究分野とディジタル・

クリエーター教育研究分野の２分野があります。各分野

では，情報技術力，法律や経済などの社会知識，映

像・音響の創造的表現力など幅広い要素を核に，高度

な知識と確かな技術を身につけた人材の養成を目指し

ています。 

 

 

本専攻では，実験心理学に関連する最先端の研

究施設や臨床心理センターを活用して，基礎心理学

と臨床心理学の両面から，少人数による徹底した教

育・研究を行っています。人間の行動を科学的に解

明し，高度な専門知識と技能を持った研究技術者や

公認心理師（国家資格）、臨床心理士を養成すること

に主眼を置いています。 

◆情報社会システム教育研究分野◆ 

 

行政知識と経営知識，および，情報技術の習得を知

識基盤とした行政情報システムやビジネス情報システム

の創成を担う人材を養成します。修了後は，ＩＴプロジェ

クト・マネージャーやＩＴコンサルタント，企業経営とＩＴ戦

略の双方に責任をもつＣＩＯ（情報統括責任者）など高

度な専門的職業人や研究者として活躍することが期待

されます。 

◆実験心理学教育研究分野◆ 

 

認知科学について深く学び，最新の研究技法を駆使し

て自ら研究を進めていくことができる研究技術者を養成

します。 

修了者の進路としては，大学，企業の研究機関におい

て活躍できる研究者・研究技術者や心理職公務員など

が想定されています。 

 

 

◆ディジタル・クリエーター教育研究分野◆ 

 

ディジタル技術を活用した各種コンテンツ制作に必

要な専門知識と情報化社会に求められる幅広い教養を

兼ね備えた人材を養成します。修了後の進路は，CG

映像制作者や音響デザイナー，Web デザイナー, メデ

ィア・デザイナー, 次世代サービス開発における専門的

職業人および研究技術者, 行政や企業の広報部門と

いった幅広い分野での活躍が期待されます。 

 

◆臨床心理学教育研究分野◆ 

 

臨床心理学についての専門的な知識と，心理臨床にか

かわる場合の姿勢を学び，高度な専門性を求められる

職業人としての公認心理師（国家資格）や臨床心理士

（第１種指定校）を養成します。また，臨床心理学教育研

究分野の大学院生の臨床実習施設として「埼玉工業大

学臨床心理センター」が設置されています。 
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特例措置を受ける）必要があります。

を 持 っ て い る 。

す る。

取り組み

World Federation of Mental Health 等

日本学校メンタルヘルス学会，日本精神分析学会，日本健康心理学会，

この他，個人あるいはグループによる箱庭療法によるアプローチを指導

Academy for Eating Disorders，Disorders，

コ ー チ ング ，学 校 に お け る 適 応 を支 える 諸要 因や 不適 応の 促進 要因

　

スポーツ・遊びと精神的健康

◆略歴・学会活動等

相談員，山王教育研究所カウンセラーを経て，平成14年本学准教授就任，

抑うつ気分からの回復と心理社会的要因の関連について

平成20年現職。

◆研究テーマ例

臨 床 心 理 士 ・ 公 認 心 理 師 臨 床 心 理 士 ・ 公 認 心 理 師
修士(心理学)

法務省富山少年鑑別所長を経て，平成２２年本学教授就任。

犯 罪 （ 少 年 非行 を含 む） とい う司 法手 続き の対 象となる 行動 のほ か，

教　授

国立精神・神経センター精神保健研究所流動研究員等を経て，

◆研究指導内容概略

平成16年本学講師着任，平成27年より現職。 日本心理学会，

日本社会心理学会，日本心理臨床学会，日本パーソナリティ心理学会，

　　箱庭療法に関する研究

◆研究指導内容概略

との関連について，社会心理学のパラダ イムを取 り入 れ検 討してい く。

不安障害など )や不適応の予防，発症，回復などにどのような関連がある

の か とい う こ とに つ い て検 討 す る 。とく に 対 人 相 互 作 用 と精 神 的 健 康

教 育 学 修 士

　　犯罪被害者の心理／犯罪被害者支援のあり方

◆研究指導内容概略

対人相互作用による個人内および個人間の心理的過程が精神的健康と

原 因 帰 属 過 程 ， ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト な ど が 精 神 疾 患 ( う つ 病 や

◆研究テーマ例
　　犯罪・非行の原因／犯罪・非行からの更生策

小野  広明

「 公 認 心 理 師 」 と 「 臨 床 心 理 士 」 養 成 カ リ キ ュ ラ ム
この教育分野は，平成２９年９月に施行された「公認心理師法」により，国家資格である公認心理師

カリキュラムに則した授業科目を用意しており，当該科目を履修し，修士課程を修了することで，

修 士 ( 文 学 ) ( 北海道大学 )
臨 床 心 理 士臨 床 心 理 士 ・ 公 認 心 理 師

実習を行います。 *学部ですべての公認心理師指定科目の単位を取得している（もしくは

◆研究テーマ例
　　心理療法プロセスに関する研究

臨 床 心 理 学

三 浦　和 夫

公認心理師の受験資格が得られます。また，臨床心理士資格認定協会の規定する第１種臨床心理

教育研究分野
一般の外来相談を受けて，教員及びカウンセラーの指導のもとに，大学院生の心理臨床の

( 上智大学 )

養成課程の指定も受けています。大学付属の臨床心理センターに心理相談室を設けて，

教　授

学校における適応と，ストレスや対人関係，自己，居場所などとの関連につい

◆研究テーマ例

教　授 友 田   貴 子

教　授

博士(教育学)

日本心理臨床学会，日本箱庭療法学会

日本犯罪心理学会，日本社会病理学会，その他

主 に 個 人 心 理 療 法 に 関 わ る 領域 の研 究をおこ なう 。また，家庭 教師

や ボ ラ ンティアとい った い わ ゆる 非 専 門 家 に よる アプ ロー チ に も 関 心

集団精神療法をはじめとするグループ技法のプロセスや治療的変化／

指 導 す る。

　併せて，犯罪被害者の心理及 び 犯 罪 被 害 者 支 援 の あ り 方 に つ い て

社 会 的 に 負 の 制 裁 を 受 け る 逸 脱 行 動 （ 迷 惑 行 為 ） の 領 域 を 扱 い ，

犯罪の原因，加害者の心理，更生の手立てに関する研究を指導する。

( 東京都立大学 )

立教大学非常勤講師，日本医科大学付属病院心理判定員，

平塚市教育研究所教育相談員，目黒区守屋教育会館教育相談室教育

( 国際基督教大学 )

◆略歴・学会活動等

袰 岩　秀 章

集団精神療法などのグループ技法，学校臨床心理学等に関する領域

◆研究指導内容概略

てのいじめ，不登校，スクールカーストなど学校における様々な課題への

社会臨床心理学に関わる 領域 の研 究を主に 扱う。例 えば，ストレ ス，

日本集団精神療法学会評議員・編集委員，日本教育心理学会，

日本女子大学専任カウンセラー(助教授)を経て平成19年本学准教授就任，

平成25年より現職。

を，自己領域・対人領域・居場所感から取り扱うことを目指す。自死予防，

日本うつ病学会，American Psychological Association

ど の ような関 連 をも つ か ，精 神 保 健 の 観 点 も 含 め 扱 う。

◆略歴・学会活動等

を指導する。グループ技法の有効性，グループ・プロセスやグループ運営・

摂食障害・人格障害，学生相談などの領域も指導している。

◆略歴・学会活動等
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Academic Writing
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配当

年次 必修 選択

　人間学特別輪講　　 1 ２

　コミュニケ－ション特別輪講　　 1 ２

　知識情報特論　　　　　　 1 ２

　情報セキュリティー特論　　 １・２ ２

　知的財産権特論　 １・２ ２

　ヒュ－マン・インタ－フェ－ス特論　 １・２ ２

　システム開発方法特論 １・２ ２

　社会シミュレーション特論 １・２ ２

　情報社会特別輪講 １・２ ２

　ネットワーク・システム特論 １・２ ２

　意思決定支援システム特論 １・２ ２

　地域情報化特論 １・２ ２

　企業戦略特論 １・２ ２

  経営情報システム特論 １・２ ２

  e－ビジネス特論 １・２ ２

　人間学特別演習Ⅰ（宗教） １・２ ２

　人間学特別演習Ⅱ（東洋思想） １・２ ２

　コミュニケーション特別演習Ⅰ（英語資料演習） １・２ ２

　コミュニケーション特別演習Ⅱ（Academic Writing） １・２ ２

　知識情報特別演習　　　　　　　　　　 １・２ ２

　情報社会特別演習Ⅰ １・２ ２

　情報社会特別演習Ⅱ １・２ ２

　情報社会特別演習Ⅲ １・２ ２

　情報社会特別演習Ⅳ １・２ ２

　情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅰ １ ２

　情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅱ １ ２

　情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅲ ２ ２

　情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅳ ２ ２

　情報社会特別研究 １・２

注１）必修４科目８単位に加えて，選択科目の中から

２２単位以上修得が修了の要件

２．大学院修士課程における履修モデルについて

２．１　情報社会専攻「情報社会システム教育研究分野」の履修科目

授 業 科 目

講
　
　
義
　
　
科
　
　
目

情
報
社
会
シ
ス
テ
ム
教
育
研
究
分
野

専
攻
共
通

単 位 数

専
攻
共
通

特別研究

情
報
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
教
育
分
野

演
　
　
習
　
　
科
　
　
目

教育研究分野

研
究
科
共
通
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必修・
選択の別

知識情報特論 選択 ２

知的財産権特論 選択 ２

システム開発方法特論 選択 ２

ネットワーク・システム特論 選択 ２

意思決定支援システム特論 選択 ２

経営情報システム特論 選択 ２

地域情報化特論 選択 ２

社会シミュレーション特論 選択 ２

企業戦略特論 選択 ２

e－ビジネス特論 選択 ２

情報社会特別演習Ⅰ 選択 ２

情報社会ｼｽﾃﾑ創造ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特別演習I 必修 ２

情報社会ｼｽﾃﾑ創造ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特別演習II 必修 ２

情報社会ｼｽﾃﾑ創造ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特別演習III 必修 ２

情報社会ｼｽﾃﾑ創造ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特別演習Ⅳ 必修 ２

情報社会特別研究 必修 ―

30

＜情報社会システム教育研究分野の演習科目＞

総　計

１
・
２

＜情報社会システム教育研究分野の講義科目＞

＜専攻共通の講義科目＞

授業科目

＜研究科共通の講義科目＞
１

2．１．１　情報社会専攻＜情報社会システム教育研究分野＞／履修モデルＡ (法律）

＜主な進路＞　行政公務員，行政管理等に携わるシステム・エンジニア，プランナー，研究者等

単位数年次
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配当

年次 必修 選択

　人間学特別輪講 1 ２

　コミュニケ－ション特別輪講 1 ２

　知識情報特論 1 ２

　情報セキュリティー特論 １・２ ２

　知的財産権特論 １・２ ２

　ヒュ－マン・インタ－フェ－ス特論 １・２ ２

　文化研究特別輪講 １・２ ２

　知覚心理学特論 １・２ ２

　イメ－ジ創造特論 １・２ ２

　マルチ・メディア情報処理特論 １・２ ２

　映像情報特論 １・２ ２

　ディジタル音響表現特論 １・２ ２

　メディア作曲法特論 １・２ ２

　人間学特別演習Ⅰ（宗教） １・２ ２

　人間学特別演習Ⅱ（東洋思想） １・２ ２

　コミュニケーション特別演習Ⅰ（英語資料演習） １・２ ２

　コミュニケーション特別演習Ⅱ（Academic Writing） １・２ ２

　知識情報特別演習 １・２ ２

　文化研究特別演習 １・２ ２

　情報表現特別演習Ⅰ １ ２

　情報表現特別演習Ⅱ １ ２

　情報表現特別演習Ⅲ ２ ２

　情報表現特別演習Ⅳ ２ ２

　情報社会特別研究 １・２

２２単位以上修得が修了の要件

注１）必修４科目８単位に加えて，選択科目の中から

演
　
習
　
科
　
目

２．２　情報社会専攻「ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ・ｸﾘｴｰﾀｰ教育研究分野」の履修科目

特別研究

単 位 数
教育研究分野

研
究
科
共
通

専
攻
共
通

教
育
研
究
分
野

ク
リ
エ
ー

タ
ー

デ
ィ
ジ
タ
ル
・

デ
ィ
ジ
タ
ル
・
ク
リ
エ
ー

タ
ー

教
育
研
究
分
野

講
　
　
義
　
　
科
　
　
目

授 業 科 目

専
攻
共
通
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教職課程（大学院） 

 

１ 本学で取得できる専修免許状の種類と免許教科 

本学で専修取得できる免許状の種類及び免許教科は，次の表のとおりです。免許状の種類は，高等学校教

諭専修免許状が取得できます。免許教科は「情報」「公民」が取得できます。専攻ごとに取得できる免許状

が決まっていますので，所属する専攻の免許状を取得してください。 

専修免許状の取得を希望する学生は，事前に教務課教職課程で確認してください。 

 

 １．１ 大学院 人間社会研究科 

研 究 科 専 攻 教育研究分野 免許状の種類・免許教科 

人間社会研究科 

情報社会専攻 
情報社会システム教育研究分野 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ･ｸﾘｴｰﾀｰ教育研究分野 
高等学校教諭専修免許状 (情報) 

心理学専攻 
実験心理学教育研究分野 

臨床心理学教育研究分野 
高等学校教諭専修免許状 (公民) 

 

２ 教職課程の登録方法 

専修免許状を取得するためには，本学の教職課程に登録しなければなりません。 

教職課程の登録は，１年次に行ってください。 

 

（１）教職ガイダンス 

１年次の前期（４月）に「教職ガイダンス」を実施します。専修免許状の取得を希望する者は、必ず 

出席してください。 

やむを得ない理由により出席できない場合には，事前に教務課教職課程まで連絡してください。 

 

（２）教職課程の登録方法 

教職課程に登録する時は，提出書類の１）・２）を履修期間内に教務課教職課程へ提出しなければな

りません。 

 

《提出書類》 

１）「教職課程履修者登録票」 

教職ガイダンス時に配布する「教職課程履修者登録票」に必要事項を全て記入し、写真１枚を 

     貼付して提出してください。 

 

２）「中学校または高等学校教諭１種免許状」の写し 

学部で「中学校又は高等学校教諭１種免許状」を取得した者は、免許状の写しを提出してくだ 

さい。 
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があります。 

車両登録を行い，車両による通学を許可された学生は，安全運転と交通法規の遵守を心が

けてください。通学に関わらず，万一，誤って事故を起こした場合は，直ちに学生課へ連絡

〔TEL 048-585-6812〕してください。 

 

５．３ 車両登録の方法等について 
 
（１）新入生は、オリエンテーション期間内に交通安全講習会を実施します。 

入学手続き時に書類作成が済まされている方については、オリエンテーション期間終

了後、掲示にて、「車両通学許可のタグ」の配布時期を案内いたします。 

オリエンテーションを欠席された車両通学希望者には、後日、交通安全講習会の日程を

掲示します。 

（２）オリエンテーション欠席者で以降開催される交通安全講習会の受講修了者は，交通安 

全講習会当日に設置された「回収箱」に受講印が押された受講カードを投函し，後日， 

「車両通学許可願」と「任意自動車保険の契約書の写し（コピー）」を添えて，学生課に 

提出してください。申請者には審査のうえ，「車両通学許可のタグ」を発行します。 

（３）「車両通学許可のタグ」の有効期限は，登録時より卒業までを原則とします。 

（４）車種や保険など車両登録してある内容に変更がある場合は，直ちに学生課に申し出て 

訂正をしてください。 

（５）「車両通学許可のタグ」は，ルームミラーに掛け外から確認できるようにしてくださ 

い。 

 

※注意 

 

車両登録を行っていない学生には，万一，車両での通学途中で交通事故を起こしても，   

保険申請に必要な通学認定を行いません。 

 

 

交通事故に伴う，当事者及び周りの人達（特に保護者）の精神的・肉体的・経済的な負担

は想像以上に多大なものです。交通安全講習会は毎年開催しますので，未だ車両登録を行っ

ていない学生のみならず，過去に車両登録が済んでいる学生であっても出席し，交通安全へ

の認識を高めるようにしてください。 

 

５．４ 学生駐車場 
 

本学には，工学部及び工学研究科学生用（北門），人間社会学部及び人間社会研究科学生

用（西門）に自動車約 500 台，オートバイ・自転車約 300 台収容の学生駐車場・学生駐輪場

があります。以下のルールを守って事故のないよう利用してください。 

 

駐車場の利用に当たっては，必ず，次の学内ルールを守ってください。 

（１）学生車両は、正門からの進入を禁止します。 

（２）学内においては，徐行運転を厳守してください。 

（３）大乗殿前は緊急車両の駐車スペースとなっています。学生は駐車禁止です。 

（４）21 号館（図書館棟）前及び 26 号館（正智棟）北の駐車場は外来者・教職員専用であ

り，学生の駐車は禁止します。  

（５）自転車・オートバイにて通学する学生は，北門及び 21 号館（図書館棟）南及びテ 

ニスコート北の学生駐輪場を利用してください。 

 

※学内の駐車場や構内で盗難及び事故が発生した場合，大学は一切の責任を負いませんので， 

利用する学生各自が注意をしてください。 
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「埼玉県自転車の安全な利用の促進に関する条例」が改正されたことにより，平成 30 年４

月より実施され，自転車利用者等の自転車損害保険の加入義務化が規定されました。 

県外から，埼玉県に移住した場合も条例の適用となります。 

 
５．５ 安全運転のポイント 
 
【もしも交通事故にあったとき】 

 

普段，事故にあわないと思っていても，いつその状況に直面するかわかりません。些細な

事故でも必ず学生課〔TEL 048-585-6812〕へ連絡してください。 

接触事故が発生した場合は，その場における当事者間の解決をさけ，必ず警察に事故発生 

を連絡し警察立ち会いのもとに交渉するか，相手側と一緒に警察署に出頭し「事故届」を提

出してください。 

また，人身事故の場合は，状況に応じて 119 番通報をし，人命の救助を第一に行ってくだ

さい。深夜で辺りに人がいないときや，携帯電話を所持していないとき，近くに電話がない

ときは，近隣にお住まいの方に応援を求める必要があります。 

「いざ」というときのために，事故が起こったときの対応方法について紹介します。 

 

（１）事故現場での対応ポイント 

１）相手の免許証で，氏名・住所の確認。 

２）相手の加入保険会社の証券もチェック。 

３）事故現場で金銭の受渡しは絶対にしないこと。また，名刺メモ書きなどを無理やり 

書かされないように注意しましょう。 

４）夜間の事故のときは，道路上の危険防止措置だからといって車を移動させ，そのま 

ま逃げる悪質ドライバーもいますので，車のナンバー・車種・特徴・目に付いたこと 

は素早くメモしておくことが大切です。 

５）事故当事者となった場合は，気が動転して慌ててしまいます。警察に必ず連絡し通 

行人に協力を求めるようにしましょう。 

６）事故現場での示談・口約束・金銭の受渡しは禁物です。 

７）事故の経過をメモに取りましょう。 

 

（２）事故が起きたときの対応 

１）負傷者を救護し，119 番へ通報する。 

２）警察署に通報〔110 番〕する。 

３）通行人に協力を求める。 

４）事故状況をメモする。 

５）保険代理店又は保険会社へ連絡する。 

６）学生課へ連絡〔TEL 048-585-6812〕し，「事故報告書」を提出する。 

 

（３）メモのチェックポイント 

１）いつ  〔月／日／時間〕 

２）どこで 〔場所〕 

３）だれと 〔相手／氏名／電話番号／勤務先／車種／ナンバー／型／色〕 

４）どうした〔事故状況〕 

５）警察は 〔届出警察／警察官名／事故証明書発行／事故届〕 

６）それから〔目撃者の氏名／勤務先〕 

 

●詳細は，以下の「安全運転アドバイス」のホームページを確認ください。 

http://www.unyuroren.or.jp/home/safety/anzen.htm 
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６．学生食堂 
 

掲載している営業時間は，通常の営業時間です。時期や行事の有無によって営業時間が変

更されますので，詳しくは毎月掲示される「食堂・購買部営業予定表」を確認してください。 

 

６．１ 大食堂 営業時間 10 時 30 分～14 時 00 分 

 
大食堂は，22 号館１階で営業しています。各種ランチ定食・カレー・ラーメン・スパゲッ

ティ・うどん・そば・弁当やおにぎりなどが市価より安く提供されています。 

 

６．２ エスパース・ヴェール 営業時間 8 時 30 分～16 時 00 分 

 
エスパース・ヴェールは，９号館の学生ホール内で営業しています。 

朝定食（100 円～※数量限定）をはじめ各種定食，スパゲッティ・カレー・ラーメン・うど

ん・そば等が食べられます。コンビニコーナーでは、100 円ピラフをはじめ各種弁当・おに

ぎり・パン・スナック・飲物類を販売しています。 

また，合宿等で朝・夕食を希望する場合やクラブ・サークルのコンパを計画する場合は，

前もって連絡をしておくと安価で便宜をはかってくれます。利用する場合は，学生課窓口に

「施設設備使用許可願」を提出してください。 

 
６.３ カフェ・ロータス 営業時間 11 時 00 分～13 時 30 分 

 
カフェ・ロータスは，31 号館で営業しています。スパゲッティ・ロコモコ・ホットドッグ・

ピラフ・オムライス・各種カレーのほかドリンクが用意されています。１階は 76 席あり誰

でも利用することができます。屋外のテラスにも 20 席あります。 

２階は女性専用のフロアーになっています。28 席のほかにパウダーコーナー等が設けられ

ています。 

 

 

７．雄飛堂（購買部） 営業時間 9 時 00 分～15 時 00 分 

 
雄飛堂（購買部）は，９号館（学生ホール棟）で営業しています。 

教科書・参考書・学用品・日用品，また,就職活動に必須の履歴書などを販売しています。 

 

 

８．セブン・イレブン埼玉工業大学店 営業時間 8 時 00 分～19 時 00 分 

 
セブン・イレブンは，22 号館（情報システム学科棟）１階にあります。各種劇場等のチケ

ットの購入や ATM，コピー機等，学生生活を応援する機能が整っています。 

  

 

９．大学構内における喫煙・飲酒及び美化衛生について（遵守事項） 
 
（１）学内では指定された場所以外では絶対に喫煙をしないこと。 

（２）学内では飲酒をしないこと。 

（３）火の元には十分注意すること。 

（４）構内は清潔に保つよう心掛けること。 
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学生生活(Ⅱ) 
 
 

【学生生活充実のために】  
 

１．悩みごとなどの相談  
１．１ 学生相談室 
１．２ 学生委員について（学生相談） 
１．３ ハラスメントの防止と相談について 
１．４ 「配慮願」の申請と手続きについて 
 

 
２．学習支援センター 
２．１ 学習支援センターとは 
２．２ 利用できるもの 
２．３ 担当教員 
２．４ 開館時間 

 
３．健康相談 
３．１ 保健室の利用 
３．２ 定期健康診断 
３．３ 健康診断証明書の発行 
３．４ 健康診断結果報告書の発行 
３．５ 保険証の携帯 
３．６ 飲酒の恐ろしさ 
３．７ エイズに関する基礎知識 
３．８ 禁煙運動について 
３．９ 大麻などの薬物の乱用防止について 
３．10 若年女性に急増中の子宮頸がんについて 
３．11 大学周辺の主な医療機関 

 
４．奨学金制度 
４．１ 大学院特別奨励金制度 
４．２ 大学院奨学支援金制度 
４．３ 日本学生支援機構奨学金 
４．４ 留学生関係の奨学金制度 
４．５ その他の奨学金制度 
４．６ 教育ローン 
４．７ 「埼玉工業大学提携学費サポートプラン」 

    
５．生活相談 
５．１ 下宿・アパートの紹介 
５．２ アルバイトの紹介 
５．３ 国民年金の加入 
５．４ 悪徳商法  
 

６．厚生施設 
６．１ 温水プール施設「パティオ」について 
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学生生活充実のために 

 

 
１．悩みごとなどの相談 

 

１．１ 学生相談室 
 

（１）学生相談室とは 

学生相談室は、学生のみなさんが充実した学生生活を送れるように支援するための場 

所です。専門の相談員（臨床心理士・公認心理師）が個別相談に応じています。 

相談内容は、学生生活全般、勉強、クラブやサークル、人間関係、将来の進路、家庭 

の不安など、どんなことでもかまいません。学生生活の中でなにか心配なことや不安な 

こと、悩んでいることがありましたら、ひとりで悩まずに学生相談室を訪れてください。 

相談内容と本人のプライバシーは守られます。安心して来室してください。 

学生のみなさんのカウンセリングのほか、教職員や学生のご家族の方からの学生に関 

する相談もお受けしています。 

 

（２）学生相談室の利用方法 

相談室は予約優先です。原則として相談員との個別面談形式で予約を受け付けていま 

す。 

 

予約方法 

１）メール予約（学生相談室から折り返し連絡が来てから予約完了となります） 

２）電話予約 

３）直接来室して予約 

 

予約の際は①氏名、②学部学科、③学年、④学籍番号、⑤希望する相談日程（日にち、 

時間）をお知らせください。 

相談する学生本人の同意があれば、友人や保護者の方同席で面談することもできます。 

なお、面談実施中は電話に出られないこともありますので、その際は電話をおかけ直 

していただくか、メールにてご用件をお知らせください。 

 

●場  所 ： 26 号館 6 階 2662 室、2666 室（面談用のお部屋が 2 つあります） 

●開設時間 ： 午前９時 30 分～午後 11 時 30 分 

         午後 12 時 30 分～午後 4 時（土日・祝日は閉室） 

●電話番号 ： 048-585-6879（学生相談室直通） 

●E-mail    : soudanshitsu@sit.ac.jp 

 

１．２ 学生委員について（学生相談） 
 

学内には学部・学科ごとに学生相談を担当する学生委員がいます。身近な生活の悩みやト

ラブル，苦情等も随時受け付けていますので，気軽に相談してください。 

また，「外国人留学生」や「障害を持つ学生」についても親身になって相談に応じます。 

相談をする場合は，事務室を通し研究室に出向くか，メールアドレスなどで相談内容など

を書き込み，合わせて面談日などの確認をしてください。 

学生課を通じての相談も可能です。 
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●工学研究科の学生委員一覧 

専 攻 学生委員氏名 性別 ＴＥＬ メールアドレス / （ ）は研究室 

機械工専攻 高坂 祐顕 Ｍ 048-585-6800 kosaka@sit.ac.jp  （6 号館 2 階） 

情報システム専攻 橋本 智己 Ｍ 048-585-6901 tomomi@sit.ac.jp  （27 号館 5 階） 

生命環境化学専攻 有谷 博文 Ｍ 048-585-6844 aritani@sit.ac.jp （1 号館 3 階） 

 

●人間社会研究科の学生委員一覧 

専 攻 学生委員氏名 性別 ＴＥＬ メールアドレス / （ ）は研究室 

情報社会専攻 宮崎  洋 Ｍ 048-585-6345 h-miya@sit.ac.jp （30 号館 5 階） 

情報社会専攻 李  艶紅 Ｆ 048-585-6308 rienkou@sit.ac.jp (30 号館 3 階） 

心理学専攻 三浦 和夫 Ｍ 048-585-6332 kmiura@sit.ac.jp   (30 号館 4 階） 

心理学専攻 袰岩 秀章 Ｍ 048-585-6323 horoiwa@sit.ac.jp （30 号館 4 階） 

 

 

１．３ ハラスメントの防止と相談について 
 

ハラスメントとは、目的はどうであれ、他の人に不快感や屈辱感などの精神的苦痛、身体

的苦痛、不利益を与える人権侵害行為を指します。 

セクシャルハラスメント、パワーハラスメントはハラスメントの代表的なものであり、教

育研究機関の場におけるハラスメントは、アカデミックハラスメントといわれています。ハ

ラスメントを厳密な意味で区分することは難しく、複数の要素が重なってより深刻なハラス

メントになってしまう可能性があります。本学では、ある言動がハラスメントに該当するか

は言動を行った者の主観的意図にかかわりなく、原則として受け手の判断を基準とします。 

 ハラスメントに関する詳しい情報は大学ホームページ上のリーフレットでも確認できま

す。参考にしてください。 

（ＵＲＬ、ＱＲコード等） 

 

もし、ハラスメントにあった時、ハラスメントではないかと感じた時には、ひとりで悩み

を抱え込まずに、ハラスメント相談室に相談してください。ハラスメント被害を受けた本人

からだけではなく、第三者からの相談も受け付けています。 

 

●ハラスメント相談室について（予約制） 

ハラスメントに関する相談の予約はメールアドレス harasou＠sit.ac.jp にご連絡くだ 

さい。 

・ハラスメント相談室では、相談に際しハラスメントの被害を受けた相談者のプラ 

 イバシーを最大限保護し、秘密を厳守します。 

・ハラスメント相談員は、相談者の事情を聞き、相談者の立場に立って迅速に対応し 

 ます。安心してお越しください。 

ハラスメントに関する相談をしたことを理由に不利益な取り扱いをされることは 

ありません。 

 

１． ４ 「配慮願」の申請と手続きについて 
 

埼玉工業大学における「配慮願」とは、短期間に回復しない心身の障害などにより、通

常の授業を受ける事が困難な学生に対する措置です。 

 

申請の流れ 

１．本人が学生課に申し出る。 
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必要添付書類 障害者手帳、医師の診断書など病気・疾患・障害を客観的に証明できるもの 

申し出期間 
原則、授業開始後二週間まで。ただし、新たに病気・障害等が発生した場合、あ

るいは病状・障害の状態などが変わった場合などはその都度申し出る。 

２．学生課長ならびに学生相談員（臨床心理士）と面談を実施。面談後、本人への就学上の

配慮・サポートが必要かどうか、具体的な配慮内容を検討し、配慮申請書を作成。 

３．学科に配慮申請書を提出し、配慮申請書をもとに学科長もしくは専攻主任と学科教務委

員が配慮の可否について審議を行う。 

４．学科における審議の後、必要な配慮・サポート内容に関する依頼文書を作成し、必要部

署および講義担当の教員へ通達する。 

５．また必要に応じて配慮・サポートの内容を関係部署（指導教員・担任・副担任等）に通

知する場合がある。 

 

２．学習支援センター 
 

２．１ 学習支援センターとは 
 

学習支援センターは，みなさんの学習活動を支援するため，21 号館（図書館棟）内に設け

られた施設であり，学習相談や支援セミナー，ワークショップなどを実施しています。学習

相談では，語学をはじめとした人文系科目から理数系科目までの広い領域を専門とするチュ

ーター（教員）とティーチングアシスタント（大学院生のＴＡ）が，みなさんの自主的な学

習をサポートします。講義期間中の月曜日から金曜日まで利用することができます。支援セ

ミナーでは，主に高校数学と高校物理の復習を目的として専任チューターが講師となり，ス

ケジュールに従って単元ごとの解説をしています。大学での授業を理解するのに必要な数学

と物理の基礎を学ぶことができます。 

ワークショップでは，学ぶことの楽しさを知ってもらうために，さまざまなテーマで体験

型の授業を行っています。気軽に受講でき，普段の講義では得られない体験をすることがで

きます。 

勉強や生活のことで尋ねたいことがあるとき，レポートを書いていて聞きたいことがある

とき，空いた時間に自習したいとき，どうぞ学習支援センターの扉を開けてください。ノッ

クなど不要です。教科書や参考書などもたくさん用意していますから，自習にも最適です。 

 

２．２ 利用できるもの 
 

学習支援センターには，勉強に必要なさまざまなもの，たとえば，授業に使う教科書や，

辞書・参考書・問題集などが豊富に用意されています。これらはセンター内で自由に利用す

ることができます。コピー機もありますので，自習するには便利でしょう。さらに，ネット

ワークに接続されたパーソナル・コンピュータも用意しています。情報検索やレポート作成

などに利用することができます。 

 

２．３ 担当教員 
 

学習支援センターには，チューター及びティーチングアシスタントが在室しており，学習

のことについて質問・相談ができます。 

チューターの専門分野は物理・化学から文学･哲学までと幅広く，さまざまな相談に対応す

ることができます。語学のこと，数学，物理，化学，情報，教職など，知りたいことが生ま

れたら支援センターに行ってみましょう。コンピュータについても，基本的な使い方からプ

ログラミングのことまで相談することができます。 

勉強のことで質問したいときは，担当曜日・時間を確認して訪ねてみましょう。もちろん，

そのチューターの専門分野以外の用件であっても利用できます。また，支援センターから各
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科目の先生に連絡をとり，相談することも可能です。 

 

２．４ 開館時間 
 

月・水・木・金曜日は 10 時から 18 時まで，火曜日は 12 時 15 分から 13 時 10 分と 16 時

20 分から 17 時 20 分まで開館しています。 

●詳細は，埼玉工業大学学習支援センターホームページで確認してください。 

http://www.sit.ac.jp/lsc/ 

 

３.健康相談 
 

心身が健康であってこそ，学生生活を楽しむことができます。 

病に倒れてしまっては何もできません。身体的疾病を解決することにより，精神的な不安

も解消されます。自己の健康管理のポイントは「早期発見」です。 

 

３．１ 保健室の利用 
 

授業中や課外活動中など学内で体調不良や，思わぬケガをしたときは，すぐに保健室また

は学生課へ申し出てください。 

●場 所 ： 21 号館（図書館）1 階 

※開室時間は，学生掲示板にてお知らせいたします。 

 

３．２ 定期健康診断 
 

学生課では，全学生を対象にして，毎年定期健康診断を実施しています。 

新入生の定期健康診断は，毎年 4 月のオリエンテーション期間内，2 年生から 4 年生は毎

年 2 月上旬に行っています。 

定期健康診断は，学生の皆さんの健康維持，疾病の早期発見のために毎年行っていますの

で必ず受診するようにしてください。 

定期健康診断の実施項目は，次の通りです。 

Ｘ線間接撮影，尿検査，血圧，視力，色覚，内科検診，身体計測（身長，体重），血液検査 

定期健康診断の実施日は，学生課の掲示板に掲示します。 

健康診断に無関心でいると，取り返しのつかない事態になります。就職の斡旋や日本学生

支援機構の奨学生推薦ができないことがありますので十分注意してください。 

 

３．３ 健康診断証明書の発行 
 

定期健康診断を受けた学生は，健康診断書が発行できます。 

４年生は，就職活動に必要な書類ですから，必ず受診してください。 

健康診断書の発行は，26 号館学生課前の証明書自動発行機で行ってください。 

手数料は１通 300 円です。なお，４年生が就職活動に使用する場合は１通 100 円です。 

 

３．４ 健康診断結果報告書の発行 
 

定期健康診断を受けた学生には，LiveCampus（学生カルテ内）で健康診断結果報告書を公

開します。受診したそれぞれの項目の検査結果が一目でわかるものです。医師による総合判

定のコメントを参考にして，「検査を要する」との判定には，医師の再検査を至急受けるよう

にしてください。 
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３．７ エイズに関する基礎知識 
 

エイズ（AIDS）は，Acquired Immune Deficiency Syndrome の頭文字をとったもので，日

本語では「後天性免疫不全症候群」といいます。エイズを起こすウイルスは HIV（ヒト免疫

不全ウイルス）といい，一般的にエイズ・ウイルスと呼ばれます。 

エイズは，外から感染したエイズ・ウイルスによって，からだの免疫機能が破壊され，さ

まざまな病原体に感染しやすくなる病気です。治療方法も進歩し，延命できる人も増えてき

ましたが，まだ治すことが難しい病気です。また，だれでもかかりうる病気です。 

感染経路は性行為・血液・母子感染の 3 つです。急増しているのは性行為感染です。 

正しい予防をしなければ，だれでも HIV に感染する危険性があります。 

日常生活（握手・入浴・食べ物を分け合う・プール）では感染しません。 

HIV に汚染された血液・精液・膣分泌液の粘膜への直接接触を防ぐことで充分に予防でき

ます。 

現在のところ，性行為感染を防止できる確実な方法はコンドームの正しい使用です。 

ためらわないでエイズ検査を受けよう。 

一応の目安として，自分が感染したかもしれないと思われる最後の心当たりから，12 週間

たってから後の検査をお勧めします。 

●詳細は，以下の「財団法人エイズ予防財団」のホームページを確認してください。 

http://www.jfap.or.jp/ 

 

専門の相談員が直接お答えします。 

フリーダイヤル 0120－177－812（携帯電話 03－5259－1183） 

機関ではプライバシーが守られるように，きちんと配慮がされております。 

全国の保健所でも匿名で相談又は検査が受けられます。費用は原則無料です。 

 

３．８ 禁煙運動について 
 

タバコはなぜよくないか（百害あって一利なし） 

タバコの害で代表的なのは肺がんです。喫煙者の肺がん死亡率は吸わない人の実に 4 倍以

上。 

また喫煙は動脈硬化を促進したり，ビタミンＣが大量に消耗されて感染症にかかりやすく

なります。さらに怖いのは間接喫煙。タバコの害は主流煙（本人が吸ったタバコの煙）より

も副流煙（間接喫煙：他人が吸ったタバコの煙）のほうが強いため，家族や周囲の人にも大

きなリスクを与えてしまいます。このようなことから埼玉工業大学も学生諸君の健康を守る

ため，また，快適な空間を維持するため禁煙運動を推進しています。 

キャンパス内では，お互い気持ちよく快適な環境で勉学できるよう以下の喫煙マナーを厳

守してください。 

 

（１）喫煙場所（指定場所）以外での喫煙禁止 

（２）歩行喫煙（くわえタバコ）禁止 

（３）吸い殻のポイ捨て禁止 

 

３．９ 大麻・危険ドラッグなどの薬物の乱用防止について 
 

たった一度の使用が人生を台無しに！ 

昨今，報道されている「大学生による大麻等違法薬物の所持・乱用」ならびに「危険ドラ

ッグの服用によって引き起こされた事故・事件」が大きな社会問題になっています。大麻を

始めとする違法薬物や危険ドラッグは，その使用ばかりでなく，所持・栽培・製造・売買等

も，法律で厳しく罰せられます。 

違法な薬物の使用は，自身の健康と精神を破壊し，悲惨な学生生活につながってしまいま

す。 
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図 書 館 
   

   
１．１ 開館・閉館の日時 
１．２ 館内閲覧 
１．３ 館外貸出 
１．４ コピーサービス 

   １．５ 館内規律 
 １．６ 弁償 
 １．７ 罰則 

 

 

 

情報基盤センター 
   

   
１．１ 情報基盤センター管理の教室やその他設備・機器の利用について 

 

 

 

先端科学研究所 
   

   
１．  先端科学研究所 

 

 

 

院生研究室・実験実習室・臨床心理センター 
   

   
１．１ 院生研究室 
１．２ 実験実習室 
１．３ 臨床心理センター 
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１．図 書 館 

                                   

１．１ 開館･休館日                      

開館日は、月曜日から金曜日まで、午前９時から午後８時までとする。ただし、春期・夏期・ 

冬期休業期間中は、開館時間が変更される。 

次の日は、休館とする。            

①  土曜日・日曜日                          

②  国の定める祝日及びその振替日（授業を実施する日は除く）      

③ 春期休業期間の一定期間 

④ 夏期休業期間の一定期間 

⑤ 冬期休業期間の一定期間 

 その他、臨時に変更をする場合は、掲示やホームページなどで予告する。 

 

１．２ 館内閲覧 

図書・資料は、所定の場所で閲覧し、館外の持ち出しを禁止する。 

 

１．３ 館外貸出 

① 図書・資料の貸出は、学生証を提示すること。 

② 次の図書・資料は、貸出を許可しない。 

(1) 禁帯出の図書・資料 

(2) 新聞 

(3) 雑誌 

(4) その他、特に指定した図書・資料 

③ 貸出できる図書・資料の冊数及び期間は次のとおりとする。 

(1) 本学の学部１～３年生 貸出冊数 和・洋書 計５冊以内 

貸出期間   和書 ２週間 

         洋書 ３０日間 

      (2) 本学の学部４年生 貸出冊数 和・洋書 計７冊以内 

 貸出期間 和・洋書 ３０日間 

(3) 本学の大学院生        貸出冊数 和・洋書 計１０冊以内 

 貸出期間 和・洋書 ３０日間 

(4) 長期休業期間中の貸出について、冊数･貸出期間が変更される場合は掲示する。 

④ 図書・資料の貸出は、借り受けたい図書・資料に学生証を添えて館員に提示しなければ 

ならない。 

⑤ 借り受けた図書･資料は、借りた本人が責任を持って保管し、他人への転貸は禁止する。 

⑥ 借り受けた図書・資料の期間更新は、延滞図書･資料がない場合に限り、貸出期間中に館員へ

提示した場合のみ、１回だけ許可する。 

⑦ 図書･資料を借り受けた学生は、次のいずれかに該当する場合は、直ちに返却しなければなら

ない。 

(1) 本学の学生としての身分を失ったとき。 

(2) 休学したとき。 

(3) ３ヶ月以上欠席するとき。 

(4) 館務上の理由により、返却を求められたとき。 

⑧ 図書・資料を紛失したときは、直ちに「図書紛失届」を提出しなければならない。 
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１．３ 臨床心理センター 

臨床心理センターには面接室，プレイルーム，観察室，院生室などがあります。これらは

大学院生が研究や心理臨床実践を行うために，臨床心理センター長の許可を得て利用するこ

とが出来ます。ただし，心理相談や臨床センターのセミナーなどでの使用を優先します。 

 使用の許可を得るためには，利用者名，利用日時，利用の目的などの必要事項を書類にし

たものを添えて，臨床心理センター事務室に申し込んでください。 

＜使用上の注意＞ 

①面接室,プレイルーム,院生室は使用後,もとの状態に戻しておくこと。 

②観察室の行動観察設備を利用する場合は,事前に操作方法について習得しておくこと。 
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